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町HPでは
最新トピックス
を公開中！

　役場1階ロビーにて、過去の災害を知り今私たちにでき
ることをテーマに「防災フェア2024in東浦」が行われまし
た。町と東浦防災ネットの共催で実施され、災害写真やパ
ネルの啓発展示、非常持ち出し品、家具転倒防止の見本
の展示を通じて、来庁者に今私たちにできる防災につい
て呼びかけました。東浦防災ネットの皆さんは「災害時は
防災の知識を知っているか、知らないかの差が大きく出る。
実際に展示物を見て現状を知ってもらうことで、日ごろか
ら備えるきっかけづくりをしてもらえたら」と話しました。

防災の大切さを
考えるきっかけに

１月15日㊊
～19日㊎

　交通安全ぬいぐるみ人形劇「ちろりん村」による、
人形劇を通じた交通事故防止の啓発活動が森岡保育
園で行われ、年長、年中、年少の園児50名が人形劇
を楽しみました。そして、今回が1982年から42年
間行われてきた「ちろりん村」の最後の活動となりま
した。人形劇を見た園児からは「車に乗ったとき、お
父さんお母さんがシートベルトをしているか見てみ
る！」との声が上るなど、園児は人形劇を通じて楽し
く交通安全の大切さを学びました。

人形劇で交通安全の
大切さを園児に１月18日㊍

　石川県志賀町へ１名、石川県内灘町へ２名の町職
員を派遣することになり、令和６年能登半島地震被
災地派遣職員壮行会が開催されました。日髙町長は
派遣職員に対し「東浦町の代表という意識をもって
支援に努めてほしい」と激励しました。志賀町では被
災者への罹災証明書の交付に当たり住家の被害状況
調査、内灘町では下水道管きょにおける被害の確認
や本復旧設計に必要なデータの収集に従事しました。

町職員が被災地支援へ１月25日㊍

広報ひがしうら 令和６年３月号 30



編集
後記

先日、10～20代前半の若者がスマホで撮影する姿にくぎ付けになりました。私が構図を決め、ピントを合わせてシャッター
を切る間に、若者は構図を確認したと思えば高速で指を動かし、モード、色味、ズームなどをあっという間に設定。それに、
スマホの上下も逆転して一瞬で盛れる写真を撮影。若者と私の写真を撮る圧倒的な経験値の差を見た気がします。（Ｈ）

元気に２歳を迎えること
ができました。これからも
たくさん遊ぼうね！

川
か わ も と

本 結
ゆ い と

斗くん（２歳）

これからも仲良く過ごそうね！

小
こ や ま

山 維
い と

斗くん（０歳）詩
う い

生ちゃん（２歳）

２次元コードから
簡単応募！

町ホームページ
「広報ひがしうらスーパーキッズ募集」

から応募できます。

　町内各地区にある集積場所から回収する使用済み
ペッボトルは年間160トンほど。その使用済みペットボ
トルを新たなペットボトルとして再生させる「ボトルto 
ボトル」という「水平リサイクル」を令和６年４月から開
始します！水平リサイクルを行うにあたり、東浦町と
コカ･コーラ ボトラーズジャパン株式会社、東浦町と
株式会社Mizkanそれぞれで協定の締結を行いました。

　メジャーリーガーの大谷翔平選手が全国の小学生
に贈ったグローブが町内の小学校にも届きました！
さっそく、緒川小学校では、大谷選手から贈られた
グローブで先生とキャッチボールを行いました。グ
ローブを使った児童は「グローブをもらえてうれし
い。久しぶりにキャッチボールする機会ができまし
た」と話していました。

ペットボトルの水平リサイクルに
関する協定 同時締結式を開催

大谷翔平選手からの
グローブが児童のもとへ！ １月15日㊊１月19日㊎ 

３つのグローブもらいました！
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